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令和７年３月 12 日 

 

議会議長 田 口 彰 一 様 

 

 

文教厚生委員会        

 委員長 鈴 木 晴 範   

 

 

閉会中における所管事務調査についての報告 

 

函南町議会会議規則第 77 条の規定により、次のとおり報告いたします。 

 

記 

 

１ 開催日時     令和７年２月５日（水）午前９時 00 分 

２  委員の出席状況    委員全員出席 

３  調査事項 

 

（1）認知症サポート事業について 

認知症になっても安心して暮らし続けられるよう、函南町第 10 次高齢者保健福祉計画、

函南町第９期介護保険事業計画に基づき、現在行っている認知症地域支援推進員を中心

とした認知症に関する正しい知識の普及啓発、認知症の早期発見などの取組みについて

説明を受けた。 

田方農業高校や町内の民間企業に向けた認知症サポーター養成講座の開催状況や「函

南町地域の支えあいガイドブック」の全戸配布などの啓発活動、認知症の方やその家族

の方が相談できる場としての認知症カフェの運営支援などの状況について確認をした。 

地域の人間関係の希薄化など課題が多いが引続き普及啓発活動を実施し、認知症の方

にやさしいまちづくりを進めていただきたい。 
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（2）函南町環境基本計画の進捗状況について 

令和５年３月に策定された函南町環境基本計画の進捗状況について令和５年度の年次

報告を基に説明を受けた。 

計画期間が令和 13 年度までであり、令和８年度を目途に中間見直しを実施するにあた

り、中間目標として達成が期待される温室効果ガスの削減や生ごみ処理機補助件数など

の目標値の達成状況について報告を受けた。 

目標値の達成に向け、引続き環境の保全に関する施策を進めていただきたい。 

 

（3）最終処分場の現状について（現地視察含む） 

ごみ処理事業において、焼却もしくはリサイクルすることができない不燃物を埋立て

方式により処理を行う施設である最終処分場について現地視察を行った。 

最終処分場の延命化のため、焼却灰や破砕処理後に発生する鉄シュレッター品などに

ついてリサイクル品として処理を行っているとの説明を受けた。 

現地では重機により埋立てを行っている状況や埋立てられている不燃物等について確

認を行った。 

 


